
36

モ
エ
ン

標
準
施
工
法

納
ま
り
詳
細
図

木
造

納
ま
り
詳
細
図

鉄
骨
造

外
張
り

断
熱
工
法

ア
ウ
テ
ィ

軒
天

参
考
資
料

　１－１４　胴縁下地組み（鉄骨下地組み）

１　モエン標準施工法

耐火構造が求められる場合は、設計施工の仕様が異なります。別冊の専用カタログ「Commercial Wall」を　

ご参照ください。

１）基本事項

　●建物の層間変形角は１/１２０以下で設計してください。

　●通気留付金具（１５㎜浮き）を使用せず、モエンを直接鉄骨下地に留め付けることは禁止です。

　　 通気留付金具（１５㎜浮き）を使用しない場合は、木胴縁を取り付けてモエンを施工してください。
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２）鉄骨下地（Ｃ形鋼胴縁）の形状と寸法

　●Ｃ形鋼胴縁の厚みは、１．６～２．３㎜のものを使

　　 用します。（３．２㎜厚以上になると、ビスの留め

　　 付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。）

　●断面寸法は７５㎜×４５㎜×１５㎜以上を使用

　　 します。

　●防耐火構造大臣認定を用いる場合、鉛直荷重を

　　 負担する構造部材のＣ形鋼胴縁の厚みは２．３㎜

　　 とします。

３）下地組みの寸法と精度

　●Ｃ形鋼胴縁は受けアングル（ねこ）を柱・梁に溶接

  　  し、受けアングルにボルト留めします。

      （柱・梁に直接溶接することは避けてください。）

４）Ｃ形鋼胴縁の立ち・目通り

　●Ｃ形鋼胴縁の立ちは３㎜以内で、なおかつ

　　 H/１０００以内としてください。

　●Ｃ形鋼胴縁の通りのズレは、３㎜以内としてくだ

　　 さい。

５）不陸限界

 ●下地ジョイント部のズレと、溶接部のバリ、ビス頭

　   などによる不陸は２㎜以内としてください。
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